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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 36.2 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 埼玉県 東松山市 東松山駅周辺地区

計画期間 交付期間 27

大目標：駅を拠点とした中心市街地の再生
　　目標１：駅や商店会など中心市街地へ行きたくなる道づくり
　　目標２：安全・安心して歩くことのできる、賑わいのあるまちづくり

・東松山市は首都圏50kmに位置し恵まれた交通条件を生かし比企地域の政治、経済の中心都市として発展し、近年は「生活重視・福祉優先」を市政運営の基本に据え、障害のある方もそうでない方も、ともに暮らしを分け合えるノーマライゼーションのま
ちづくりを進めてきた。
・市の中心市街地である東松山駅周辺は、少子高齢化に伴う居住人口の低下や郊外型大型店の進出により市街地の空洞化と商業の衰退が依然進行している。
・こうした中、駅周辺の幹線道路は未整備で、かつ市街地内の道路も狭く歩車道分離がされていないなど歩行者にとって非常に危険で脆弱な基盤整備であったため、駅を中心に段階的な整備を進め、初めに平成17年度から都市再生整備計画により駅
前広場や道路整備を行い、平成21年度に完成した。併せて、歩行者が安心して歩き・移動できるよう歩道のバリアフリー化が進められてきた。
・駅東口では、駅へのアクセス道路となる都市計画道路駅前東通線（県道東松山停車場線）が事業化され、また、駅から南北に伸びる都市計画道路第一小学校通線の駅北側も県により道路拡幅工事が進められ、着実に道路整備が進められているが、
駅南側は道路整備が未着手で一方通行道路の状態になっているため商業系建物が立地可能なポテンシャルの高い土地でありながら駐車場等で未利用の土地が多い。
・一方、駅西口では、平成17年度からの都市再生整備計画（5カ年計画）により駅前広場の整備や周辺道路のバリアフリー化を実施し、整備が概ね完了した。
・なお、駅前広場を中心とした駅周辺整備は、地元有志のまちづくり研究会で長年議論されてきたテーマであり、市民と一体となって整備されてきた。

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

秒 H22 H27

台 H22 H27

人 H22 H272,500歩行者通行量 第一小学校通線の歩行者数
道路拡幅により沿道の土地利用を促進し、また、安全で安心して
歩ける歩行空間を整備することにより、歩行者数を増やし賑わいを
創出する。

2,154

100

交通量の分散化 現在の駅アクセス道路である駅前東通線の交通量
一方通行道路の解消により、駅への送迎車の分散化を図り、交通
渋滞を解消させる。

5,805 4,800

駅への所要時間
若松町一丁目交差点から東松山駅前交差点への所要時
間

道路拡幅整備により、駅への所要時間の短縮を目指す。 200

・商店が立ち並ぶ駅東口の中心市街地は、駅前広場や駅舎のリニューアルにより民間開発が誘導されたが、駅へのアクセス道路整備が遅れており、完成した駅前広場の整備効果や利便性の向上、周辺道路の環境改善を図るためには駅へのアクセス
道路整備が喫緊の課題となっている。
・併せて、道路整備により商店街の活性化に繋がる集客力の増強、市民が集い活用できる施設の充実について検討する必要がある。
・市民には、駅前広場整備時から駅を中心にアクセス道路の段階的整備をすることで理解を得ており、早急な道路整備が求められている。
・また、東松山市交通バリアフリー基本構想（平成１６年）により、市街地でのバリアフリー化道路のネットワーク形成が課題となっている。
・なお、今後計画している当市の中心商店街の都市計画道路整備は、東側一方拡幅であり、拡幅により商店街が形成されなくなる恐れがあることから、道路整備と一体的に沿道商店街の再生手法を検討する必要がある。

・第４次東松山市基本構想では、快適な地域づくりの中で「東松山駅周辺の整備」が基本施策となっており、利便性が高く魅力にあふれたまちなか再生のため、駅前広場整備を核として市街地の活性化を図り、商業・業務・サービス・文化施設などの集積
に取り組み、利便性の向上と安全確保、中心市街地の活性化を目指すこととされている。
・東松山市都市計画マスタープランでは、東松山駅周辺地区を商業業務をはじめ文化・娯楽などさまざまな機能が集積し、比企地域の魅力ある広域拠点であるとともに市民生活の中心となる都市拠点に位置付けている。また、駅東口では都市計画道路
などの基盤整備を活かし、再開発や共同店舗化などの促進により土地の高度化を図り、誰もが不自由なく楽しめる魅力的な駅前市街地の形成を目指している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○計画的な東松山駅周辺整備について
　・東松山駅周辺地区の１期計画（平成17年度から平成21年度）では、東口の駅前広場や都市計画道路の一部整備、西口の駅前広場や周辺道路のバリアフリー化整備、駅舎改修などを行ってきた。
　・中心市街地の拠点整備が完了したことから、駅へのアクセス道路を今後段階的に整備することで、駅周辺の投資効果を最大限引き出すことが期待できる。

方針に合致する主要な事業
中心市街地へのアクセス道路の早期完成を目指す
・一方通行道路の解消のため都市計画道路の整備を行う。また、誰もが円滑な移動ができるよう整備にあたっては歩道のバリアフリーに配慮する。
・道路整備に合わせて電線地中化を行うことで、歩行者の快適性、中心市街地にふさわしいまちなみ形成を推進する。
・都市計画道路の未整備区間の早期事業化を図るため、地元住民の意見を踏まえた道路整備計画を作成する。

道路（基幹事業）：第一小学校通線整備事業
地域創造支援事業（提案事業）：下水道管切替事業
事業活用調査（提案事業）：まちづくり検討
道路（関連事業）：駅前東通線整備事業

歩道のバリアフリー化を推進し、安全・安心して歩ける道路網の整備を目指す
・一方通行道路を道路整備することで、駅への交通を幹線道路に集中させ、生活道路の交通量を減らし歩行者及び沿道住民の安全・安心を図る。
・歩道の段差解消をすることで、駅からのバリアフリー道路のネットワーク強化を図る。
・歩行者の安全、安心が向上することにより市街地の回遊促進を図る。

道路（基幹事業）：第一小学校通線整備事業、市道第23号線バリアフリー化事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 東松山市 直 L=170m H23 H26 H23 H26

東松山市 直 L=450m H23 H27 H23 H27

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

交付対象事業費 交付限度額 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
第一小学校通線整備事業

市道第23号線バリアフリー化事業

－

－

－

－

－

住宅市街地
総合整備
事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

東松山市 直 L=350m、φ300～450 H26 H26 H26 H26

東松山市 直 － H23 H25 H23 H25

－

－

合計 …B
合計(A+B)

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
埼玉県 L=373m、W=22m ○ H19 H24

合計

地域創造
支援事業

細項目 うち民負担分
下水道管切替事業 箭弓町一丁目

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

まちづくり検討 －

－

－

道路 駅前東通線整備事業

－

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

交付期間内事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模



都市再生整備計画の区域

　東松山駅周辺地区（埼玉県東松山市） 面積 36.2 ha 区域 箭弓町一丁目・二丁目、神明町一丁目・二丁目、本町二丁目の一部

東武東上線

東松山市役所

関越自動車道

東松山駅周辺地区（約３６ ２ｈ ）
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東武東上線

東松山市役所

東松山ＩＣ

関越自動車道

国道２５４号

国道４０７号

東松山駅

東松山駅周辺地区（約３６.２ｈａ）



東松山駅周辺地区（埼玉県東松山市） 整備方針概要図

駅への所要時間 （　　秒　　） 200 （H22年度） → 100 （H27年度）

交通量の分散化 （　　台　　） 5,805 （H22年度） → 4,800 （H27年度）

歩行者通行量 （　　人　　） 2,154 （H22年度） → 2,500 （H27年度）

東松山駅周辺地区（埼玉県東松山市）　整備方針概要図

目標

大目標：駅を拠点とした中心市街地の再生

　　目標１：駅や商店会など中心市街地へ行きたくなる道づくり

　　目標２：安全・安心して歩くことのできる、賑わいのあるまちづくり

代表的な

指標

□提案事業（事業活用調査）：まちづくり検討

■基幹事業（道路）：第一小学校通線整備事業

□提案事業（地域創造支援事業）：下水道管切替事業

■基幹事業（道路）
第一小学校通線（市道第２３号線）整備事業

若松町一丁目交差点

■基幹事業（道路）
市道第２３号線バリアフリー化事業

○関連事業
駅前東通線整備事業

■基幹事業（高次都市施設）

□提案事業（地域創造支援事業）
ステーションビル建設

■基幹事業（道路）
東松山駅東口駅前広場整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）

■基幹事業（高次都市施設）
ペデストリアンデッキ

□提案事業（地域創造支援事業）
東松山駅駅舎改修

■基幹事業（地域生活基盤施設）
貯水槽

■基幹事業（高質空間形成施設）
シェルター、モニュメント、音声誘導施設

■基幹事業（高次都市施設）
ペデストリアンデッキ

東松山駅前交差点

基幹事業

提案事業

凡 例

■基幹事業（道路）
東松山駅西口暫定駅前広場整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
貯水槽

■基幹事業（高質空間形成施設）
シェルター

基幹事業（道路）

■基幹事業（道路）
市道第６１１３号線バリアフリー化事業

■基幹事業（道路）
市道第６１１５号線バリアフリー化事業

縮尺 1:6000

提案事業

関連事業

整備済み

■基幹事業（道路）
市道第６１１４号線バリアフリー化事業


